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特集
多
く
の
市
民
の
方
に

　
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
！

◆
成
年
後
見
制
度
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
が
原
因
で
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
場
合

に
本
人
を
法
律
的
に
保
護
し
、
支
え
る
た
め
の
制
度
で

す
。 

◆
成
年
後
見
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
？

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

①
任
意
後
見
制
度

（
将
来
の
不
安
に
備
え
た
い
場
合
）

　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
時
に
備
え
て
、
将
来
「
支
援

し
て
ほ
し
い
人
や
支
援
し
て
ほ
し
い
内
容
」
を
あ
ら
か

じ
め
、
公
正
証
書
に
よ
る
契
約
で
定
め
て
お
き
、
本
人

の
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
後
に
家
庭
裁
判
所
に

申
立
て
を
行
い
、
任
意
後
見
人
が
委
任
さ
れ
た
事
務
を

本
人
に
代
わ
っ
て
行
う
制
度
で
す
。

②
法
定
後
見
制
度

（
す
で
に
判
断
能
力
が 

不
十
分
な
場
合
）

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
に
自
分
自
身
で
財
産
管

理
や
法
律
行
為
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
家
庭
裁

判
所
が
適
任
と
思
わ
れ
る
援
助
者
（
後
見
人
、
保
佐
人
、

補
助
人
）
を
選
任
し
、
本
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　「
法
人
後
見
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
！

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
の
高
齢

者
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
で
意
思

決
定
が
困
難
な
人
を
支
援
す
る
た
め
に
、
大
月
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
法
人
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の

成
年
後
見
人
等
に
な
る
こ
と
で
、
ご
本
人
の
法
定
代

理
人
と
し
て
財
産
管
理
や
身
上
保
護
な
ど
の
法
律
行

為
を
行
う
法
人
後
見
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

●
法
人
後
見
と
は
？

　

法
人
後
見
と
は
、

「
個
人
」
で
は
な
く
、

福
祉
の
事
務
に
関
し

て
専
門
的
な
知
識
や

能
力
、
体
制
等
を
整

え
た
「
法
人
」
を
成

年
後
見
人
等
に
選
任

す
る
こ
と
で
す
。

●
法
人
後
見
事
業
を

利
用
で
き
る
方

　

原
則
と
し
て
、
成
年
後
見
等
の
申
立
時
に
大
月
市

内
に
在
住
の
方
で
、
大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
法
人

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
「
成
年
後
見
制
度
」
や
「
権
利
擁
護
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

｢

成
年
後
見
制
度｣

っ
て
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方

に
お
す
す
め
で
す
。
成
年
後
見
制
度
の
仕
組
み
や
申
立
て
の
手
順
、
後
見
人
等
の
役
割
な
ど
事
例
を
踏
ま
え
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

■
日　

時　

第
１
回　

令
和
６
年
７
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　

第
２
回　

令
和
７
年
１
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　

※
時
間
は
両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
90
分
）

　
　
　
　
　

※
第
１
・
２
回
の
研
修
は
、
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
。

■
会　

場　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

６
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
講　

師　

司
法
書
士　

篠
田　

貴
子 

氏

■
参
加
費　

無
料

■
対　

象　

成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
で
大
月

　
　
　
　
　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

■
申
し
込
み

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支
援
担
当
（
電
話
２
３-

２
０
０
１
）

　

に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

後
見
等
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
大
月
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
成
年
後
見
人
等
に
な
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
方

●
法
人
後
見
事
業
の
利
用
手
続
き

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
成
年
後
見
人
等
を
受

任
す
る
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
の
審
判
を
受
け
る
た
め
に
は
、
本
人

ま
た
は
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
が
家
庭
裁
判
所

へ
申
立
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
親
族
が
い
な
い
方
や
紛
争
性
が
あ
る
方
な

ど
の
特
別
な
場
合
は
、
市
長
が
申
立
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
後
見
業
務
の
内
容

①
財
産
管
理

　

本
人
に
代
わ
っ
て
、
本
人
の
財
産
を
適
切
に
管
理

し
ま
す
。
契
約
の
締
結
や
預
貯
金
の
管
理
等
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
財
産
を
保
護
し
ま
す
。

②
身
上
保
護
（
生
活
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
）

　

本
人
の
生
活
上
の
安
全
や
健
康
を
守
る
た
め
、
本

人
に
代
わ
っ
て
契
約
の
手
続
き
等
の
法
律
行
為
を
行

い
ま
す
。

●
費
用

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
成
年
後
見
人
等
を
受

任
後
、年
１
回
、家
庭
裁
判
所
へ「
後
見
報
酬
」を
求
め
、

家
庭
裁
判
所
か
ら
認
め
ら
れ
た
金
額
を
報
酬
と
し
て

ご
本
人
の
預
貯
金
か
ら
受
領
し
ま
す
。

※ 

成
年
後
見
人
等
と
し
て
ご
本
人
の
た
め
に
行
う
必

要
な
事
務
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
は
、
実
費
を
別
途
、

ご
本
人
の
預
貯
金
か
ら
受
領
し
ま
す
。

●
社
協
が
法
人
後
見
事
業
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

・
社
協
の
組
織
の
継
続
性
及
び
信
頼
性
に
よ
り
、
安

心
し
て
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
。

・
個
人
の
後
見
人
等
で
は
な
い
た
め
、
社
協
の
職
員

が
成
年
後
見
制
度
に
基
づ
く
後
見
業
務
を
担
当
す
る
。

担
当
し
て
い
る
職
員
が
何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
業
務

を
行
え
な
く
な
っ
て
も
、
担
当
者
を
変
更
す
る
こ
と

に
よ
り
、
継
続
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

・
幅
広
い
福
祉
関
係
者
や
地
域
住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
地
域
住
民
や
多
様
な
関

係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
市
内
の
利
用
者
の
困
り
ご
と
に
対
し
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
に
訪
問

し
、
相
談
に
の
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
権
利
擁
護
事
業
に
お
い
て
、
判
断
能
力
の
不
十
分

な
方
の
日
常
的
な
支
援
や
金
銭
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
成
年
後
見
制
度
」
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
！

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
興
味
が
あ
る
方
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
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令和５年度社協会費総額　４，６１６，５００円

●団体会員　193 口　193,000 円
大月市老人クラブ連合会／大月市障がい者福祉の会／NPO法人こわぜ／大月市地域活動支援セ
ンター JOY ／大月ロータリークラブ／大月市ボランティア協議会／点字サークル八重桜会／音訳
ボランティア聲／手話サークル山百合／車イスレクダンス矢車草大月支部／大月市民生委員児童
委員協議会／笹子地区民生委員児童委員協議会／初狩地区民生委員児童委員協議会／大月地区民
生委員児童委員協議会／賑岡地区民生委員児童委員協議会／七保地区民生委員児童委員協議会／
猿橋地区民生委員児童委員協議会／富浜地区民生委員児童委員協議会／梁川地区民生委員児童委
員協議会／ ( 福 ) 芽生福祉会就労支援事業所めばえ／ ( 福 ) 平成福祉会大月富士見苑／ ( 福 ) 山梨
県社会福祉事業団もえぎ寮／大月地区保護司会／北都留医師会／大月市歯科医師会／大月市薬剤
師会／大月市小中学校校長会／大月交通安全協会大月市連合会／クレイン農業協同組合／大月市
商工会／大月商店街協同組合／大月認知症家族の会／ ( 福 ) 山の都福祉会／ＮＰＯおおつき社会
福祉士事務所ソーシャル　　【敬称略、順不同】

●特別・個人会員　105 口　525,000 円
大月精工㈱／メトロ電装㈱大月工場／㈱花咲カントリー倶楽部／㈱中央興産オートサービス／㈱
大月プリント社／おむすびろまん／㈱誠実堂／㈲山口商事／東京濾器㈱大月工場／シミズ光機㈱
／㈱小俣製作所／㈱黒部製作所／三栄工業㈱／中央浄化槽管理センター／さとう葬祭㈱／ワタナ
ベ自動車修理工場／山陽精工㈱／西忠産資工業㈱／三協オイルレス工業㈱／㈱大月カントリーク
ラブ／正栄産業㈱／大月市金融機関協議会／大月市建設協会／㈲大月自動車／㈱正直堂大月出張
所／古沢薬局／㈱ＷＩＺＮｅｔ／日本ステンレス工業㈱大月本部／㈲萱沼製作所／和泉屋商店／
セブンイレブン大月鳥沢店／㈲コタカ電化／㈱和田電業社／濱野屋ティートラスト㈲／富士納豆
製造所／㈱平井製作所／フジ計装㈱／㈱馬場設計／富士観光開発㈱／住屋商店／福祉工房／サン
ワライフ保険／㈱堀江製作所／㈲土屋輪業／㈱卯月林業／㈱テック・エンジニア／大一木材㈱／
甘利建設工業㈲／㈲清水商事サービス工場／㈱エス・トラスト／産政商事　　【敬称略、順不同】

地 区 金　額 地 区 金　額
笹 子 １５４，０００円 七 保 ４０９，０００円

初 狩 ２６２，０００円 瀬 戸 １３９，５００円

真 木 ２７３，５００円 猿 橋 ８１３，０００円

大 月 ６０９，０００円 富 浜 ５３７，５００円

賑 岡 ５３７，５００円 梁 川 １６３，５００円

●一般会員　3,898,500 円
〇各地区社会福祉協議会実績

社
協
会
費
の
実
績

　

令
和
５
年
度
の
会
費
は
、
各
世
帯
、
福
祉
関
係
団
体
、

企
業
及
び
企
業
団
体
の
皆
様
方
に
お
願
い
し
、
総
額
４
、

６
１
６
、５
０
０
円
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
費
は
、
社
協
の
運
営
費
や
地
域
福
祉
に
関
す
る
事
業

に
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

司
法
書
士
の
日
（
８
月
３
日
）・
法
の
日
（
10
月
１
日
）
に
伴
い

「
司
法
書
士
相
談
・
弁
護
士
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
月
市
に
在
住
す
る
方
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の
中
で
起
き
る
法
律
に
関
わ
る

問
題
（
相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
不
動
産
登
記
、
少
額
訴
訟
手
続
き
、
借

金
返
済
相
談
な
ど
）
に
つ
い
て
、司
法
書
士
・
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
申
込

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

あ
ら
か
じ
め
相
談
内
容
に
つ
い
て
、職
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
（
秘
密
厳
守
）。

〇
司
法
書
士
相
談

　
　

令
和
６
年
８
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
（
10
時
・
10
時
30
分
・
11
時　

各
回
先
着
順
・
要
予
約
）

　
　

※
相
談
時
間
は
原
則
と
し
て
一
人
30
分
で
す

〇
弁
護
士
相
談

　
　

令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
（
10
時
・
10
時
30
分
・
11
時　

各
回
先
着
順
・
要
予
約
）

　
　

※
相
談
時
間
は
原
則
と
し
て
一
人
30
分
で
す

　

〇
場　

所　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

〇
費　

用　

無
料

　

〇
申
し
込
み
開
始
：
８
月
１
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
民
生
活
支
援
員
と
は
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
お
い
て
、
認
知
症
高
齢

者
・
知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
等
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

や
日
常
的
な
金
銭
管
理
な
ど
の
援
助
を
行
い
、
在
宅
で
の
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
を
支
援
す
る
人
で
す
。

　

本
講
座
で
は
、
生
活
支
援
員
と
し
て
活
動
に
必
要
な
制
度
や
福
祉
に
関
す
る
知

識
、
活
動
上
の
倫
理
を
学
び
、
身
に
つ
け
ま
す
。

・
内　

容　
　
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
市
民
生
活
支
援
員
の
役
割
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
「
精
神
・
知
的
障
が
い
の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
「
高
齢
者
の
理
解
と
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
「
市
民
生
活
支
援
員
の
活
動
に
つ
い
て
」

・
場　

所　
　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

６
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

・
対　

象　
　

大
月
市
内
在
住
の
方
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
学
び

　
　
　
　
　
　

た
い
方
、
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
支
援
を
し
た
い
方

・
参
加
費　
　

無　

料

・
訪
問
実
習　

移
動
時
間
も
含
め
１
時
間
程
度
。
講
義
日
と
は
別
日
に
参
加
者
の

　
　
　
　
　
　

予
定
を
聞
き
な
が
ら
９
月
～
10
月
中
に
訪
問
実
習
を
実
施
し
ま
す
。

・
申
込
先　
　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会　

相
談
支
援
担
当

　
　
　
　
　
　

大
月
市
大
月
町
花
咲
10
番
地
（
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

電
話
２
３
ー
２
０
０
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
ー
２
８
６
１

・
日 

時
　
①
講
義
日
：
8
月
27
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
00
分

　
　
　
　

②
実
習
日
：
９
月
～
10
月
中
に
訪
問
実
習
を
予
定

（
訪
問
実
習
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
予
定
を
聞
き
な
が
ら
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

「
市
民
生
活
支
援
員
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
！
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令和５年度事業報告と決算

収入の部 支出の部
事
業
活
動

会費 4,616,500 事
業
活
動

人件費 157,851,013
寄附金 833,361 事務費 7,668,330
受託金 69,337,590 事業費 53,302,327
補助金 27,347,000 その他 3,412,500
事業収入 118,813,763
その他 1,379,086

施設整備等 0 施設整備等 254,000
その他の活動 1,517,000 その他の活動 4,681,000

収入計 223,844,300 支出計 227,169,170
当期資金収支差額 △ 3,324,870

前期末支払資金残高 90,266,460
当期末支払資金残高 86,941,590

（令和５年度一般会計決算）
（単位：円）

▲地区社協小学校との交流事業

▲障がい者福祉の会クリスマスのつどい

　

近
年
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
係
る
相
談
や

権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
よ
り
、
令
和
５
年
度
は
地
域
住
民
の
あ
ら

ゆ
る
地
域
生
活
課
題
を
受
け
止
め
、
問
題
解
決
を
継

続
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た

に
相
談
支
援
担
当
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

広
報
紙
や
福
祉
関
係
機
関
、
関
係
者
を
通
じ
て
相
談

支
援
担
当
の
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、
支
援
に
あ
た
っ

て
は
個
別
の
相
談
支
援
だ
け
で
な
く
、
地
域
福
祉
活

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
意
識
し
た
取
り
組
み
に
努

め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感

染
症
法
上
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
障
害
者

社
会
参
加
促
進
事
業
や
大
つ
き
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ
ー
の
事
業

開
催
な
ど
、
人
と
ひ
と
が
つ
な
が
り
ふ
れ
あ
う
機
会

が
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
会
が
運
営
す
る
介
護
保
険
３
事
業
（
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
・
訪
問
介
護
事
業
所
・
通
所
介

護
事
業
所
）
に
お
い
て
は
、
充
実
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
な
ど
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

令和６年度事業計画と予算

収入の部 支出の部
事
業
活
動

会費 4,650,000 事
業
活
動

人件費 171,003,000
寄附金 900,000 事務費 9,861,000
受託金 83,783,000 事業費 62,999,000
補助金 30,707,000 その他 4,341,000
事業収入 130,722,000
その他 1,502,000

施設整備等 0 施設整備等 762,000
その他の活動 0 その他の活動 5,140,000
前期末支払資金 2,389,000 予備費 200,000

総計 254,653,000 総計 254,306,000

（令和６年度一般会計予算）
（単位：円）

＊より詳しい決算内容・予算内容を知りたい方はご請求下さい。資料をお送りします。

●
基
本
方
針

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
様
々
な
福
祉
課
題
や
生
活
課

題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
は
も
と
よ
り
、

継
続
的
で
安
定
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
り
、
安
定
的
な
法
人
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

一
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
あ
た
っ
て
は
、
現
状
の
社
協
の
組
織

体
制
、
事
業
の
内
容
、
職
員
体
制
、
財
務
状
況
等
の
内
部
環
境

と
様
々
な
外
部
環
境
を
十
分
に
把
握
す
る
中
で
、
社
協
の
使
命

を
果
た
し
続
け
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
な
経
営
戦
略
を
作
成

し
ま
す
。
ま
た
、
策
定
を
通
じ
て
、
社
協
の
存
在
と
価
値
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
組
織
の
変
革
や
意
識
改
革
を

図
り
ま
す
。

一
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
福
祉
推
進
を
強

化
し
て
い
く
た
め
に
受
託
し
た
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

や
「
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
」
を
は
じ
め
、
実
施
し

て
い
る
事
業
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
課
題
を
捉
え
る
こ
と
や

個
人
へ
の
援
助
だ
け
で
な
く
、
個
人
を
含
め
た
地
域
へ
の
援
助

や
働
き
か
け
を
意
識
す
る
な
ど
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

一
、
令
和
６
年
度
よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
権
利

や
財
産
を
守
る
た
め
、
法
人
後
見
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
職
員

の
知
識
や
技
術
向
上
、
専
門
職
や
関
係
機
関
と
の
連
携
構
築
な

ど
受
任
体
制
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
成
年
後
見
制
度
に

関
す
る
理
解
を
地
域
や
福
祉
関
係
者
へ
広
め
て
い
く
た
め
、
普

及
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲ツキフェス▲ふれあいいきいきサロン
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『
桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
5/21

　

大
月
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
は
、
今
年
度
も
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

約
30
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
さ
ん
が
参
加
し
、
パ
ー
ク
駐
車
場
下
の

段
々
花
壇
と
遊
歩
道
わ
き
の
除
草
作
業
を
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら

行
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
手
慣
れ
た
様
子
で
、
み
る
み
る
う
ち
に
綺
麗
に
な
り

ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
「
き
れ
い
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
緑
が
多

く
て
気
持
ち
良
い
ね
」
と
汗
を
拭
い
な
が
ら
満
足
気
で
し
た
。

　

今
後
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、「
か
が
り
火
市
民
祭
り
」
翌
朝
の
清
掃
活
動

（
８
／
４
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

ありがとうございます　ご寄付の報告
（3月 1日～ 5月 31 日受付分）

●
寄
附
金

相
馬　

健　

一
〇
、〇
〇
〇
円
／

久
根
口
扶
美
香　

一
〇
、〇
〇
〇
円
／

佐
藤
文
子　

一
〇
、〇
〇
〇
円

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
使
用
済

み
切
手
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ベ
ル
マ
ー
ク
・

プ
ル
タ
ブ
・
ア
ル
ミ
缶
・
ハ
ガ
キ
・
切

手
な
ど

め
ば
え
／
奥
山
の
里
隠
居
／
細
川
知
美

／
高
山
流
一
／
福
泉
寺
（
藤
崎
）
／
駒

米
秀
悦
／
小
宮
山
陽
喜
／
大
月
東
中
学

校
／
原
卓
史
／
大
月
区
／
吉
角
務
／
大

山
若
子
／
公
正
屋
大
月
東
店
／
高
橋
千

代
子
／
玉
木
海
斗
／
程
原
久
子
／
お
茶

飲
み
会
峰
沢
／
猿
橋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
／
中
西
春
子
／
高
鳥
豪
／
野
俣
孝

子
／
浅
利
を
知
る
会
／
配
島
万
由
美
／

サ
ロ
ン
林
／
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
猿
橋

／
蔦
木
房
子
／
小
俣
か
ほ
る
／
飯
島
浪

江
／
野
尻
義
雄
／
安
藤
千
津
子
／
水
越

清
／
梁
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
／
天

野
由
美
子
／
高
鳥
佳
巳
／
無
辺
寺
／
神

倉
集
い
の
場
／
小
宮
文
男
／
清
水
正
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お　知　ら　せ
「
第
23
回
大
月
市
社
会
福
祉

　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
開
催
さ
れ
ま
す
！

　

市
民
の
皆
様
の
社
会
福
祉
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

　

本
大
会
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

通
し
て
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
本
大
会
開
催
の
趣
旨
に
ご
賛
同
を
い
た
だ
け
る
多
数

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
主　
　

催　

社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

●
会　
　

場　

花
咲
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

●
開  

催  

日　

 

９
月
16
日
（
月
・
祝
日
）

●
募
集
定
員　

50
組
（
２
０
０
人
）
を
先
着
順
に
受
付
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
大
月
市
役
所
市
民
生
活

部
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）
に
て
、
大
月

市
社
会
福
祉
協
議
会(

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

ま
で
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

●
締　
　

切　

８
月
23
日
（
金
）（
必
着
）

※
ス
タ
ー
ト
時
間
等
の
詳
細
は
、
代
表
者
に
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

●
参
加
費
等
（
1
人
あ
た
り
）

　

プ
レ
イ
費　

１
２
，
０
０
０
円

　
　
　
（
昼
食
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

　

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
賞
品
代
等
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会　

電
話
２
３
ー
２
０
０
１
㈹
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大
月
市
障
が
い
者
福
祉
の
会

　
　
　
　
　
　

「社
会
見
学
」
へ
行
っ
て
き
ま
し
た　

６
／
２

　

今
年
度
も
会
員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
社
会
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
に
住
む
障
が
い
児
者
の
社
会
参
加
と
会
員
同
士
の
交
流
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
長
野
県
方
面
の
「
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
」
や
「
大
王
わ
さ
び
農
場
」

な
ど
へ
観
光
バ
ス
３
台
、
約
90
名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
」
で
は
多

く
の
作
品
を
見
た
り
、
屋
外
の
公
園

を
散
策
し
た
り
と
、
参
加
者
同
士
の

交
流
も
で
き
て
、
日
常
を
忘
れ
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
色
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

大
月
市
障
が
い
者
福
祉
の
会
で
は

会
員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
。
年
間
を
通
し
て
様
々
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
月
市
障
が
い
者
福
祉
の
会

事
務
局　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
担
当

　
　
　
　

電　

話　

２
３ｰ

２
０
０
１　

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
２ｰ

２
８
６
１

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障
が
い
児
者
等
と
の
交
流
の
場
と
し
て

「
ぐ
ー
・
ち
ょ
き
・
ぱ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
そ
う
！
」
と
題
し
、
講
師
に
は

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
大
好
き
な
「
お
気
軽
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
の
浜
田
純
一 

先

生
を
お
迎
え
し
て
、
み
な
さ
ん
が
良
く
知
っ
て
い
る
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に

合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
し
て
汗
を
流
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
ダ
ン
ス
は
楽
し
い
！
浜
田
先
生
ま
た
お
願
い
し
ま
す
！
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
保
護
者
の
方
や
福
祉
関
係
者
の
方
が
、
同
時
間
に
別
室
で

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と

な
り
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
ぐ
ー
・
ち
ょ
き
・
ぱ
ー
」
は
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
に
色
々

な
内
容
を
計
画
し
ま
す
。
ま
た
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
の

で
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
担
当

へ
連
絡
く
だ
さ
い
ね
♪

障
害
者
社
会
参
加
交
流
事
業

「ぐ
ー
ち
ょ
き
ぱ
ー
」

障
が
い
者
福
祉
の
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議  

５
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 ～こんにちは！児童館です～
　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
大
月
社
会
福
祉
協
議
会
で
児
童
館
を
運
営
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
児
童
館
で
は
、
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
す
る
お
手
伝
い
や
、
親
同
士
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
毎

月
「
誕
生
会
」
や
「
親
子
あ
そ
び
」、
初
め
て
児
童
館
を
利
用
す
る
親
子
を
対
象

と
し
た
「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
開
催
し
、「
夏
祭
り
」
や
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
等

の
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
！

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
や
他
部
署
と
連
携
し
た
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先　
　

大
月
市
児
童
館　
　

電
話
：
２
３ｰ

１
１
５
２

♡
大
型
親
子
遊
び
♡

　

５
月
23
日
（
木
）
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
階
に
て
、
大
型
親
子
あ
そ
び

を
開
催
し
ま
し
た
。
13
組
の
親
子
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
主
任
児
童
委
員
さ

ん
に
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
き
、「
玉
入
れ
」
や
「
大
玉
転
が
し
」
段
ボ
ー
ル
の

車
で
「
マ
マ
と
ド
ラ
イ
ブ
」
な
ど
み
ん
な
で
た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
、
親
子
で
お

友
達
と
一
緒
に
賑
や
か
に
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
10

月
23
日
（
水
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お
友
達
、

集
ま
れ
～
～
‼

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
へ
」

　

富
浜
町
コ
ス
モ
ス
の
会
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
杉
本
正
文
会
長
が
中
心
と
な
り

４
月
７
日
に
60
名
の
賛
同
を
得
て
、

「
鳥
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

杉
本
会
長
は「
地
域
の
み
ん
な
で
、

健
康
作
り
や
地
域
住
民
の
活
動
場
所

と
し
継
続
し
て
い
き
、
地
域
活
性
化

の
一
助
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
参
加
者
で
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

老人クラブ・老人大学通信
　

令
和
６
年
４
月
24
日
（
水
）
大
月

市
老
人
大
学
で
は
、
令
和
６
年
度
第

55
期
入
学
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
２
８
名
の
学
生
が
20
サ
ー
ク
ル

に
分
か
れ
、
１
年
間
の
学
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
の
老
人
大
学
へ
の
入
学

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
」

「
老
人
大
学
入
学
式
」
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事務局
〒 401-0015　大月市大月町花咲 10 番地　総合福祉センター 1 階
電話 0554-23-2001 ㈹　FAX0554-22-2861
心配ごと相談・大月市ボランティアセンター・在宅介護支援センター「花さき相談室」
介護プラン「花さき」・ヘルパーステーション「花さき」

デイサービスセンター「やまゆり」
〒 409-0501
大月市富浜町宮谷 1518 番地 1
電話 0554-20-1130　FAX0554-20-1132

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

ホームページ：https://www.otsuki-shakyo.jp　　メールアドレス：fureai@otsuki-shakyo.jp 

　社協だよりＢｅｓｉｄｅ y ｏｕをご覧いただき、
ありがとうございます。
　「いつも楽しみに見ているよ」「うちのコも我が
家のプチ自慢にぜひ載せて！」とお声を掛けてい
ただくこともあり、とても有難く嬉しく、編集冥
利に尽きることだと感じています。
　今後も皆様の興味を得られる内容、見て楽しい
と思っていただけるようなお知らせや報告等を盛
り込んでいきますので、たくさんのご意見をいた
だけましたら幸いです。
　　　　　　　　　　（相談支援担当　上條若奈）

＜＜ 編集後記 ＞＞

ふくくん
投稿者： N さん（七保町）
外では勢いよく遊びます
が、実はちょっぴり臆病
なふくくん。
単純で純粋な優しい子で
す。

我が家のプチ自慢

ネオくん
投稿者： あっちゃん（富浜町）
１８歳になりました。怒りん坊で愛嬌
なし！そんなネオくんは我が家のかわ
いい愛犬です。

りきくん
投稿者： M さん

（富浜町）
ちょっと小柄な
柴 犬 り き く ん。
自分で決めたこ
とは曲げない頑
固で驚くほどマ
イペース。日向
ぼっこが大好き
です。


